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令和 8年 

4月 1日発行 

ふたばよもやま話（第四十三回） 

今月の予定（9 月） 

石橋胃腸内科医院 回診（毎月曜日） 

7 日、14 日、28 日 

ますゆき皮フ科クリニック 回診 

3 日(木) 

小倉南歯科医院 回診（毎火・木曜日） 

1 日、3 日、8 日、10 日、15 日、17 日、 

24 日、29 日 

ビューティヘルパー（訪問理美容） 

8 日(火) 

敬老会 

21 日(月) 

 

生花 

25 日(水) 

健康体操（毎木曜日） 

都合により当分の間、お休みします 

 

クリスマス会 

24 日(日曜日) 

【
編
集
雑
記
】 

▼
北
九
州
の
地
は
、
九
州
の
喉
元
に

あ
た
り
、
朝
鮮
半
島
や
大
陸
と
も
至
近
の
距
離
に
あ

る
。
そ
の
重
要
地
故
、
卑
弥
呼
が
い
た
と
さ
れ
る
時

代
か
ら
、
近
代
・
現
代
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
歴
史
が

刻
ま
れ
、
日
本
史
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た

▼
血
生
臭
い
戦
国
時
代
も
終
わ
り
、
時
の
権
力
者
は

小
倉
の
地
を
有
力
な
武
将
に
治
め
さ
せ
た
。
の
ち
の

小
笠
原
氏
も
文
武
両
道
に
優
れ
た
名
君
で
あ
っ
た

が
、
戦
国
時
代
、
武
士
と
し
て
も
一
流
で
教
養
も
あ
っ

た
細
川
父
子
は
、
ま
さ
に
名
君
で
あ
っ
た
▼
忠
興
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
京
都
を
手
本
に
碁
盤
状
に
町
割
り
を

行
い
、
京
町
、
大
坂
町
（
現
在
の
鍛
冶
町
の
一
部
）
、

室
町
な
ど
の
地
名
も
付
け
さ
せ
た
。
夏
の
風
物
詩
で

あ
る
小
倉
祇
園
太
鼓
は
京
文
化
の
典
型
で
、
現
在
の

文
化
と
祭
り
の
原
型
で
あ
る
▼
忠
興
が
、
愛
宕
山

（
現
小
倉
北
区
菜
園
場
）
に
鷹
狩
り
に
出
た
折
、
山
頂

に
石
祠
を
見
つ
け
、
中
を
見
よ
う
と
石
扉
を
こ
じ
開

け
よ
う
と
し
た
と
き
、
中
か
ら
飛
び
出
し
た
一
羽
の

鷹
が
忠
興
の
眼
球
を
蹴
り
、
危
う
く
失
明
し
そ
う
に

な
っ
た
。
幸
い
回
復
、
家
臣
に
命
じ
調
べ
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
祠
は
京
都
の
祇
園
社
と
同
じ
須
佐
之
男
命

を
祀
る
祠
と
わ
か
り
、
城
内
に
社
殿
を
つ
く
ら
せ
た
。

こ
れ
が
八
坂
神
社
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い
る
▼
忠
興

と
言
え
ば
、
妻
の
玉
（
ガ
ラ
シ
ャ
）
が
有
名
だ
が
、
明
智

光
秀
の
三
女
で
あ
る
ガ
ラ
シ
ャ
は
、
残
念
な
が
ら
小

倉
の
地
と
は
縁
が
薄
い
。
し
か
し
ガ
ラ
シ
ャ
の
こ
と
が

大
好
き
だ
っ
た
忠
興
は
、
ガ
ラ
シ
ャ
の
死
後
、
追
悼
の

ミ
サ
を
小
倉
で
行
っ
た
。
ま
た
日
本
三
大
修
験
道
の

霊
場
と
し
て
有
名
な
英
彦
山
に
奉
幣
殿
を
寄
進
し
て

い
る
が
そ
の
建
築
物
に
ガ
ラ
シ
ャ
へ
の
追
悼
の
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
と
推
測
し

て
い
る
学
者
も
い
る
▼
小
倉
の
地
に
は
、
数
多
の
歴
史

と
共
に
、
数
多
の
謎
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

今
日
も
一
日
元
気
で 

ラ
ジ
オ
体
操 

   
 

幼
い
頃
は
万
吉
、
熊
千
代
。
元
服
し
て
、

藤
孝
を
名
乗
り
、
後
に
長
岡
に
改
姓
し

て
い
る
。 

雅
号
の
幽
斎
が
有
名
で
、
藤
孝
は
天
正

元
年
十
月
に
長
岡
に
改
姓
、
天
正
十
年

か
ら
幽
斎
を
名
乗
っ
て
お
り
、
細
川
姓

に
復
し
た
の
は
藤
孝
没
後
の
忠
興
の
代

と
い
わ
れ
て
い
る
。 
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細
川
父
子
系
図
略
図 

～生活の舞台～ 第１１回目  

すべり台 

当苑の建物裏、玄関とは真反対の場所

に、長い「すべり台」が設置されており

ます。普段、面会等でよく見えられるご

家族様でさえも、目にしたことは無いと

思います。 

もちろんこれは言うまでもなく「緊急

避難用」のすべり台です。当苑は２階建

てで、その２階が利用者様の入居フロア

になっており、万が一の災害時には、こ

のすべり台が大変重要な避難経路とな

ります。またベランダが建物をグルッと

囲む形で繋がっており、もし建物内部が

通行不能な場合でも、ベランダを伝って

バルコニー端のすべり台へと直接アク

セスが可能となっております。 

定期的な防災・避難訓練は当然なが

ら、ハード面に於いても、もしもの有事

の際に「命を守る行動」を迅速・的確に

とる為の抜かりは、一切有りません。 

 

 

 

 

桜
橋
の
近
く
、
香
春
街
道
に
あ
る

小
嵐
山
の
説
明
板
。 

小
倉
は
、
細
川
父
子
の
影
響
で
、

地
名
や
食
文
化
、
祭
り
な
ど
京
都

と
の
共
通
点
が
多
い
。 

 
 

令和８年９月１日発行 

  

 

 

 

  

    

   

 

 

 

 
当苑では毎朝、ラジオ体操を実施しています‼ 

毎日の健康は、朝の体操から‼ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%AD%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%AD%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E5%B7%9D%E6%B0%8F

